
 

                                                       

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

    

 

   

   

   

  

   

 

 

 

《お名前》K・Y様 練馬区北町より来院 

《来院理由》右脚股関節の硬さと右脚大腿筋のつっぱり  
昨年冬に股関節が固まり歩行もままならず、右手に荷物を持つと階段が上がれない。病院で受

診するも原因が分からず、大学病院でレントゲン・CTを撮ったが問題が見つからなかった。 

2月に初診、少しずつ回復し半年も経たないうちに普通に階段の昇降が出来るようになった。

以前足首の内側に「結晶炎」という症状で他院にかかった事があるが、院長先生はその部分を

触っただけで何か疾患があったのでは？と当てられ、素晴らしいと思いました。 

院長先生のダジャレで緊張が溶け、足先の骨をメンテナンスして下さる様でとても気持ち良い

治療です。受付の方は丁寧で静かで好感が持てます。 

薬や電気を用いず、自然治癒力を大切にする治療、「手当て」が主な手技と思われます。  
＜院長より＞  

様々な検査をしても原因がみつからない股関節痛で悩まされていたK・Yさん。 

ご本人が予想していた以上の回復を感じて頂けました。歩行困難から歩行可能、足上げ可能、 

荷物を持っての階段昇降可能。変化する体を信じた結果、痛みのない生活をゲットされました。 

現在も月に1度のメンテナンスを欠かさず続けられています。継続は最強なり！ 
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体内充電用 １９％OFF

6月30日まで！！ 
 

院長の阿部健一です。ひかり整骨院とご縁を頂いている皆様、いかがお過ごしですか？ 

いよいよ梅雨の季節がやってきますね。ジメジメの毎日が続くのか？ゲリラ豪雨が続くのか？ 

亜熱帯気候になった日本の梅雨、今年も大きな被害を受けないことを祈ります。 

湿度が上がると、ついつい冷たいものを飲むようになりますよね？ 

本格的な夏を迎える前から胃腸に負担をかけることは危険です！こまめに水を飲む事は大切ですが、胃腸が

ビックリするほどキンキンに冷えた物はなるべく避けてくださいね。朝一番と寝る前の白湯はオススメです。

朝は胃腸の働きに優しく、寝る前は自律神経を安定させて深い睡眠。これを心がけるだけでも 

体が喜んでくれますよ。「人生を楽しむ余力作り」をコツコツやっていきましょう。 

5月29日「幸
５

福
２９

の日」53回目の誕生日を迎えました。元気な体を与えてくれた 

両親に感謝ですね。人生100年時代と言われています。折り返し地点からまだ3年目！ 

来年のウルトラマラソンに向けて疲労を超回復する体を目指していきます。 

患者様からの喜びの声をご紹介！ 

次回の「治る体をつくる会」は 

8月6日（土）15:30～17:00開催予定 



 

２０２２．６月号 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０２２．６月号 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前から、治る体をつくるために大切な「腸は超大事！」とお伝えしてきましたが 

NHKのヒューマニエンスQ（クエスト）という番組を観て、とても興味深かったのでシェアさせて頂きます。 

 

今回は「腸が脳を支配する」「自らの意思を持つ腸が性格や感情を変える？」というお話の基礎編です。 

腸は旨味を感じるセンサーを持っていて、その感覚が穏やかな性格形成へのヒント！ 

「体は自分の細胞が治している」ことにも繋がります。是非参考になさってくださいね。 

 

まずは、腸は脳と同じような不思議な機能を持っていることの証明を生物のお話から・・・ 

 

池などに生息している体長1センチの水生生物の「ヒドラ」 

体長の7割が腸で出来ている生物です。 

ヒドラには心臓、血液、脳がありません。 

ヒドラはミジンコなどの餌を見つけると、口から飲み込み 

腸で消化して栄養を吸収し、残りカスを口から吐くという事を行います。 

さらに驚いたことに、脳がないのに餌のある場所に移動していくのです。 

 

その行動を起こす意思は、ヒドラの腸を中心に張り巡らされている 

神経の働きでは？と言われているそうです。 

それは網目状の神経で、ヒドラの体全体を覆っている神経が 

哺乳類の腸の神経と構造も機能もそっくりだったのです。 

これって超ビックリじゃないですか？ 

 

ヒドラのような腸しかない生物の進化が、現代の私達の腸へと 

繋がっていたのです。さらに、この腸を包む神経の進化が 

脳の発生ともいわれています。私達の遠い祖先はヒドラのような 

腸しか持たない単純構造の生物だったと考えられ、餌を求めて動き回る 

ようになったことで体の構造を変えて進化していきました。 

 

 

 

 

 

哺乳類の腸の神経細胞 

ヒドラの神経細胞 

いや～～～面白いですね！まだまだ知りたいと思うでしょうが、今回はここまでです。 

腸は皆さんの体を作るために必要な栄養の吸収を担っています。 

胃腸に負担をかけない習慣として「よく噛む」を継続していきましょう。 

次回はさらに面白い！腸には味覚「旨味」を感じる働きがあることをお伝えします。お楽しみに！ 

 

くち 

院長からの体が楽になる、とっておきの情報 

「腸は脳の親なんです！パート１」 

そこで、腸から広がった神経細胞が体をコントロール 

するようになり、体の中心に集まった神経が脊髄の原型

になったそうです。 

さらに、より複雑な動きをするために神経細胞が一か所

に集中した結果、脳になったと言われています。 
 

なんと！腸は脳より先に進化していた脳の親だったの

です。なるほど～  ですよね！ 

 


